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新科目『公共』の存在意義とその価値を活かす指導を考える
～改定された学習指導要領の理念を活かした学習指導②～

法政大学小金井キャンパス兼任講師　藤牧　朗

1　この詳細の点に関しては、学習指導要領及びその解説、また学習指導要領作成に至る中央教育審議会の教育課程部
会等の議論（議事録等）をご覧いただきたい。

2　こちらについては、文部科学省ホームページより「OECD生徒の学習到達度調査 2022年調査（PISA2022）のポイン
ト」を参照されたい。

3　獲得型教育は故渡部淳先生が獲得型教育研究会において、自律的市民を育てるという目的をもった『主体的・対話
的で深い学び』を促す学びの方法である。これについての詳細は、参考文献を参考されたい。

要旨

　この世の中を生きていくのに、必須な教科の上位３
科目を選ぶとすれば、家庭科、保健、公民科であると
考えている。今回、その中で、学習指導要領において、
新規科目として登場した「公共」を担当することとなっ
た。この科目は、今回の学習指導要領の一つの特徴を
示す科目といえよう 1。従来、公民科にあった「現代社
会」の変形したものともみえるが、そこには学ぶ強い
理念と「必修」とした意図が感じられる。社会の変化
に伴い、必要とされる概念や知識が変化するこの社会
において、通念上主要三教科（国語、数学、英語）と
いわれるものに含まれていないことを学び続けるため
には、「学ぶ愉しさ」を感じるとともに自分自身の「学
習方略」を身につけることが必要である。
　そこで、自分として、この科目の新設の意義を捉え
て進めてきた授業及び試験や評価について、生徒の反
応を中心にここでまとめて記し、その方向を示そうと
試みた。

Abstract

　If I had to choose the top three essential subjects for 

living in this world, I would choose home economics, 

health, and civics. Among these subjects, I am now in 

charge of "Public Affairs," which is a new subject in the 

Courses of Study. Although this subject can be seen as a 

variant of "Contemporary Society," which was previously 

included in Civics, I feel that there is a strong philosophy 

and intention in making it a "must" subject. In this 

society, where concepts and knowledge are changing as 

society changes, it is necessary to feel the "pleasure of 

learning" and to develop one's own "learning strategy" in 

order to continue learning things that are not included in 

the three main subjects.

Therefore, I have attempted to summarize and describe 

here the lessons, examinations, and evaluations that I 

have conducted in light of the significance of the new 

establishment of this subject, focusing on the students' 

reactions, in order to show the direction of the subject.

０．初めに

（１）「学び」へ向かう前提
　“勉強はさせない”、これが学びを継続させるための
条件である。「学びはたのしくなければ続かない」と
考えている。日本において、特に高校生は、世界から
みると、「できるのに学ぶのを嫌うようになってしまっ
ている」傾向がみられる。これは自己肯定感・自己効
力感の低下につながっていると考えられる。さらに社
会の変化の速さは大きくなり、同じこと（業務）をずっ
と続けて生きていくことは難しくなっている。そのた
め、学び続けること、自分自身を常に向上させていく
ことが求められている。つまり、一生学び続けること
が必要ということである。そして、学びつけるために
は、学ぶたのしさと自分自身の学び方（学習方略）が
肝要であるが、日本の子どもたちは、義務教育段階に
おいて、既に自律学習に対する自信が低いことが国際
調査で表れている 2。

（２）継続した学びを実現する方法
　学びが継続するためには、「たのしさ」「自己効力
（＝自分が役に立っている）感」をもてればよい。さ
らに、学校において、最も多くの時間を過ごすことに
なっているのは、もちろん授業時間である。よって、
その授業時間の中において、この「たのしさ」を感じ「自
己効力感」をもてるように工夫すればよいことになる。
多くの児童生徒たちにおいて、その二つを満たす方法
の一つとして、獲得型教育 3における演劇的手法が挙
げられる。これをほぼ毎授業の中に入れることによっ
て、生徒が生き生きとし、授業時間が活性化する。こ
の中には、多くの人の前で「他の人（他のモノ）になっ
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て発言など表現する（なりきりプレゼンテーションの
かたちとなる）」ことが含まれている。そこで、この
方法をもちいることで、進んで一歩前に出られる人、
国際的にも活躍できる自己表現できる人物を育てるこ
とができると期待される。

１．社会科、地理歴史・公民科担当として

（１）新科目「公共」
　この科目は、もともと求められていることが広く、
ある意味「責任の重い」科目であると感じる。例えば、
社会に生きる市民として社会に出るにあたって「社会
科」として必要な知識を提供するとともに、これから
の社会や国家を考える科目、また、小中学校で学んで
きた「道徳」の延長線上にある「社会で生きていくた
めの良識を考える科目」でもあると捉えている。
　さらに、その「考える」根幹としての「さまざまな
考え方」の提示をする「哲学基礎」としての役割も担っ
ている。つまり、考える「たのしさ」をさえ「考える」
科目でもあると考えられるのである。

（２）生徒たちの「公民」への思い
　新科目「公共」は公民科の一つである。しかし、い
ままで中学生に公民分野について尋ねてきたところで
は、「地理や歴史は好きだけれども公民は…」と言葉
を濁されることが多い。「地理や歴史は好きだけれど
も公民はよくわからない」「地理や歴史はおもしろい
けれど公民はつまらない」「地理や歴史は興味がある
けれど、公民は眠くなる」…などという声をしばしば
聞いてきた。実際、過去の公民の授業においては教室
の三分の一程度の生徒が眠っているような授業を観て
きた。また、高校生からは、「受験に関係（必要）ない」
「受験科目の勉強が忙しくて（学ぶ）時間がない」「そ
もそもなんでこの科目をやる必要があるのかわからな
い」という声も聴いてきた。このようなことを言わせ
て（思わせて）しまうことも、我々教員側の意識や姿
勢ひいては授業の設計にも原因があるものと考えられ
る 4。
　そのため、教員側が特別な意識をしていかないと
（＝従来型『受験を目指した知識注入型授業』を行って
いくと）生徒たちは主体的な学びが進まないと感じて
きた。そこで、特に、中学段階において公民分野を担
当するときは、『疑似的な現実社会の場を教室内に形
成する』ことにより「学ぶ価値があるもの」という意
識をもつことを促す学習活動を行うようにした。そこ

4　東京大学文科類を受験するときに実質上公民科目が利用できないということも少なからず影響があることがうかが
える。

で用いたのが「獲得型教育」でいうところの演劇的手
法である。まずは、そこに至るまでの経緯を述べたい。

２．以前の勤務校における社会科、公民科

（１）以前の勤務校における実践①
　以前勤務していた中高一貫校の私立校において、中
学生の社会科や高等学校の地理・歴史科および公民科
を担当していた。特に、自分には、もともと専門と考
えていない（また、大学受験科目として利用していな
かった）公民系分野及び公民系科目の担当となること
が多かった。
　専任教諭として、初めてこの学校で中学３年生社会
科を担当させていただいたときの担当（中学３年生の
学級担任を兼ねる）学年は、問題を抱えた学年であっ
た。そこで、担任として他の学校（公立中学校）での
経験を活かし、落ち着いた学級（及び学年）つくりを
行うとともに、教科学習に向かう姿勢を形成しようと
試みた（ここにおいて、『教科学習に向かう姿勢を整
えることにより落ち着いた学級づくりを目指す』とい
う方法もあるが、現場の状況を鑑みて、ここにおいて
は上記のような二つのことを並行して進めていく方法
が適切であると判断した）。学級の安定化に目標とす
る期限をもって進めたところ、ほぼ達成することがで
きた。教科指導の方は、「公民」に対する固定的な考
えと別のクラス（教科主任担当）と合わせて進めると
いうことから毎授業の「一問一答型小テスト」（ここ
から定期考査の問題としてもでる）を行うことが求め
られていたので、知識注入型授業を行っていたが、授
業の様子をみていて、どう観ても生徒がのってきてい
ないことが分かった（寝ている、他のことをやってい
る）。
　そこで、「裁判所」を学ぶ項目のところで、模擬裁
判を行う演劇的手法を用いた（ロールプレイ）授業を
実施した。そうするとどうだろうか、今まで、全く授
業に参加していなかった生徒も含めて全員が与えられ
た役を演じ、しかも各人それぞれが自分なりに工夫を
凝らして入っていた。つまり、授業の場にいた全員が、
「自分で考える」学びを行ったと考えられる。このと
きは、生徒たちは、「またやりたい」ということを言っ
てくれたが、この年度中は別の教員との調整がつけら
れなかったため、次年度以降実施することとした。こ
こから、どのような教科科目を担当するときも、どの
学年を担当するときも、「獲得型教育」における演劇
的手法にあるさまざまな手法を、その学齢や教科（及
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び科目）に応じて、授業の中に取り入れていくことと
した。
　また、別の学年で、教科担当として持ち上がって高
校３年生「政治・経済」を担当したときには、生徒か
ら「自分たちに授業をやらせてほしい」という意見が
多数あり、条件付き毎授業交替で授業を進めてもらっ
た。それまでに、さまざまな授業方法を展開してきた
ので、生徒各々がやりやすいように学びやすいように
授業を展開してくれた。その中には、従来型の板書中
心の授業を行うこともあれば、ディベート型の授業を
行う生徒、ジグソー法を用いる生徒もいて、生徒それ

ぞれが飽きることなく学ぶことができたようであっ
た。そして、定期テストは、アクティブラーニング型
授業に適応した試験問題として、原則的に、全問文章
で回答する形式とした。
　このような学びを続けた結果として、担当した卒業
生平均において、センターテストにおいても、自分が
担当してきた科目の全てにおいて、校内の他の科目の
平均点上位を占めるとともに全国平均を上回ることが
できた。このことは、アクティブラーニング型授業が、
「教え込み型授業」を上回る学力向上を促す可能性を
示唆しているといえよう。

【表１】センターテスト（当時）結果（当時の勤務校）

（２）以前の勤務校における実践②（中学３年生）
　中高一貫校であったため、中学３年生公民から高校
３年生の公民科各科目を担当する機会が多くなった。
前年度、高校 3年生まで担当した学年の後、さらに、
中学 3年生の社会科（歴史分野＋公民分野）を担当
することとなったときに、「この学年は従来よりも学
習に向かう姿勢ができていない」という内容のことを
聞いていたため、担当当初の授業において生徒にアン
ケートをとってみた。その内容は、「どのような授業
をして欲しいか」というとても漠然としたものであっ
た。なぜこのような漠然とした記述形式の問いにした
かというと、この方が自由に書けると同時に、生徒の
表現力その他の学習に関するさまざまな意識や力が観
られるのではないかと考えたからであった。
　このアンケートの結果として、出席者のうち一人を
除いてすべての生徒から「自分が話せる授業がよい」
という内容の回答が出てきた。男子が多く、外から聞
いているとどちらかというと授業内容に対しては消極
的な生徒が極めて多い様子だったため、このアンケー
ト結果には驚きを感じるとともに、この結果を重要項
目の一つであると考えた。そこで、アクティブ・ラー
ニング（後の「主体的・対話的で深い学び」）のさま
ざまな方法を用いた授業を展開することになった。原
則として「教えて考えさせる授業」（市川伸一氏）の
型を利用し、そこにＫＰ法（紙芝居プレゼンテーショ

ン法）や演劇的手法を入れていく方式を使って、時間
的余裕をつくり、授業時間を活き活きと活発なものに
する。それとともに、グループワークで「問いをつく
り」「考え合い」「教え合う」雰囲気を整え、生徒自身
が「いっしょに学ぶことの価値」や「協働することの
大切さ」を感じ取れるようにすることに重点を置いて、
授業時間を生徒同士が自ら積極的に学び合う場となる
ように意識してきた。
　その結果、この学年（中学 3年）で進めている途中
で、授業に関する感想を聴いたところ以下のような回
答が得られた。
――――――――――――――――――――――――
生徒の「感想」（一部掲載）
・Ａさん（女子）　
　…たくさん発言することができました。（中略）実
際にテスト前とかに暗記したりすることもなかったの
に、時間が経っても歴史などの知っていることが増え
ていて、家族に説明することまでできて驚きました。
・Ｂさん（男子）
　…自分の考えなどを述べる授業を続けて欲しいと思
います。今後も自分の考えを述べる試験を創って欲し
いと思いました。理由は、自分の考えを述べることは、
将来社会に役に立つと思うからです。
――――――――――――――――――――――――
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３．現勤務校（公立中等教育学校）における
中学社会科

（１）２年次（中学２年生）社会科実践
　昨年度、周囲の都合により、年度途中で（後期から）
中学２年生の社会科（地理分野と歴史分野を交互に学
習するスタイル）の担当 5となった。今回は、他の先
生と二クラスずつ授業担当することとなり、定期試験
問題は問題形式ごとに分けて一部の問題を作成（及び
採点）することとなった。そこで、文で回答する問題
とその考え方を生徒に提示した（採点基準ともなる）
ルーブリックを示した。これは、生徒からみると、解
答の仕方と同時に、考え方や学び方を示す重要な役割
をもつものであるといえる。その目的を達成するため、
生徒にはできるだけ試験前に早い時期にルーブリック
を示すよう努めた。
　現勤務校の当該学年においては、学びに対する意欲
が高い生徒がほとんどで、教員である自分としては、
その意欲にどのように応えていくか、また、その意欲
を活かしてどのような学びの場を創っていくのかが課
題となると考えられた。担当となるとわかったときか
ら、前任者の授業を参観させていただき、生徒の様子
を掴んで授業の進め方を考え、授業担当として臨むこ
とができたことは、自分自身と生徒にとって幸運なこ
とであった。
　はじめの授業のときに、授業の展開の仕方が大きく
変わることについて時間をかけて説明した。前に担当
していた教員が、大きな画面に画像資料を示しながら
とても詳しく説明する授業を行っていた。そこで、形
態が大きく変化し、「生徒中心の生徒による生徒の学
び」となることを説明した。具体的に言うと、教科書
内容に関しては、こちらから説明するのではなく、自
分で読んで学ぶものであると伝えた。そして、グルー
プワークを用いて生徒からの「問い」を求める形とし
た。
　生徒には、まず授業の進め方ついての意見を聞こう
と思っていたが、すでに「対話的協働型授業」となる
ことは知っていた（覚悟していた＝期待していた）と
いうことなので、そのまま授業に入ることができた。
そして、生徒とのやり取り（連絡や提出物）はロイロ・
ノートを用いた。授業の中での「問い」や疑問・質問、
ノートまとめに関してもロイロ・ノートでの提出とし
た。

5　この年度当初は、４年次（高校１年相当）物理基礎を中心とした理科担当であった。
6　ホット・シーティングとは演劇的手法の一つで、基本的には一人の人が前に出て、他の人の質問を受ける形をとる。
藤牧は、理解深化（発展的復習）として利用しているが、授業へ向けてのアイスブレイクとしてのはたらきも担って
いると捉えられる。

【授業１コマ（55分）の基本的な進め方】
① ホット・シーティング（主に前回の授業内容の発展
的復習、理解深化）
　　　　　　　　　　　↓
② きょう学ぶ項目（毎時原則教科書で２ページ）を読
む→個人で「問い」を考える
　　　　　　　　　　　↓
③ グループ内で「問い」の出し合い→解答し合う（教
え合う）→「問い」の精選
　　　　　　　　　　　↓
④ 出た「問い」を教師がいっしょに考え回答しながら
本日の授業内容を説明する
　　　　　　　　　　　↓
⑤ 生徒各人が小項目ごとにまとめる（＝パソコン上で
まとめロイロ・ノートに提出）
　　　　　　　　　　　↓
⑥ リフレクション（自己評価及び本日の感想）…フォー
マットに記入提出

（２）２年次の授業に対する感想、意見
　年度終了後に受け取った生徒からの感想、意見の一
部を以下に掲載する。（なお、一部文字修正及び省略
がある。）
――――――――――――――――――――――――
・ ものごとの本質にせまる授業で社会を暗記する教
科から変えてくださいました。かっぱかわいいで
す。ホットシーティング 6は楽しかったし、演劇的
指導で楽しく学び、深めることができました。

・ 最初はホットシーティングに戸惑いましたが、会
話が面白くて新鮮でした。

・ ホットシーティングでいろいろと考えること、お
もしろかったです。パソコンでまとめることでしっ
かり覚えられました。

・ たくさん話し合う時間があって、内容を深められ
たり、先生の話を聞いたりするのがおもしろかっ
たです。また、いろいろな話聞かせてください。

・ 半年間ありがとうございました。教科書をじっく
り読んで、自分なりにまとめるのはすごくたのし
く、とてもためになったと思いました。また、先
生は色々な経験を持っていてエピソードを聞くの
がとてもおもしろかったです。

・ 授業がとても楽しかったです。特に、自分の意見
を考えるところが良かったです。

・ 半年間社会を教えて下さりありがとうございまし
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た。私は今まで、無理やり暗記だけさせられた経
験などから、「社会は暗記するだけでつまらない」
と思い嫌いでした。でも先生の指導を聞いていた
ら社会を面白いと思えるようになり、苦手意識が
なくなりました。

・ クロムを使って生徒主体で取り組む授業はとても
分かりやすく、班で話し合うのはとても楽しかっ
たです。またご指導いただける機会があったらよ
ろしくお願いします。

・ 先生のグループワークやホットシーティングは楽
しく、考えが深められてとても勉強になりました。
特に、グループで劇を創るという授業ではより考
えが深まり、普段できないようなことができてと
てもおもしろかったです。

・ これまでの社会の授業でやったことのない方法を
使っていて、毎回驚いていました。これからもよ
ろしくお願いします。

・ 今までの社会科の授業は書いたり覚えたりするこ
とが中心でしたが、先生の授業は友達と話し合っ
て深め合うことが中心で、とても新鮮でした。また、
ホットシーティングや演劇で楽しく学ぶことがで
きました。

・ 先生は ALのプロなんだと本当に実感しました。社
会は自分の中の「理解」になりにくいけれど、こ
のやり方だと少し近づく感じがしました。たまに
人間的な話もあってためになります。今後とも人
の話を聞くことに気をつけたいです。

・ いつもとてもおもしろい授業をして頂きありがと
うございました。先生のおかげで社会がもっと好
きになりました。

・ Kappaと Raionが可愛かったですが最推しはタラ
ピヨです！　ホットシーティングは学習の刺激に
なって楽しかった。

・ 先生は、「本当の歴史や地理」を深く分かりやす
く教えてくださるので、とても面白かったです！　
特に私は歴史が好きでした。来年も何かの教科で
教えて欲しいです。

・ ルーブリックの形式でのテストは、自分の得意な
分野をさらに得意にしようという意欲を大きくし
てくれました。

・ 「教科書を完全に信じてはならない」という藤牧先
生の言葉は深く考えさせるもので、いろいろ調べ
てしまったという思い出がありま主。先生の授業
はとてもユニークで楽しかったです。

・ 藤牧先生は一番癖が強い先生で、かつとてもため
になる授業でおもしろかったです！　歴史人物や
ものになりきるのも楽しくて、とても良い経験が
得られました！

・ 自分でまとめる授業はとても身になりました。こ
れからも続けていこうと思います。

・ 演劇的手法が楽しかったです。またテストの文章
回答が面白かったです。

・ アクティブラーニングを取り入れた授業が新鮮で、
教え合うことが学びにつながりました。

・ 先生の授業の仕方は効率的で、覚えやすかったで
す。また、社会のことを考えるきっかけになりま
した。

・ 他の人と意見を言い合うといった活動によって、
自分の理解が深まりました。また、ちょっとした
劇をやったのもとても楽しかったです。

・ 今までの社会の授業では言われたことを覚えるだ
けでしたが、藤牧先生の授業は一つ一つのことに
「なぜなんだろう」と考えながら授業を受けること
ができました。また、社会を教えていただく機会
があったらよろしくお願いします。

・ まとめることと発表が中心の授業で内容がとても
頭に入ってきました。劇が特に楽しかったです。
苦手な社会も好きになりました。

・ いつも違うスカーフとぬいぐるみを見るのが楽し
かったです！　例のかっぱはかっぱえびせんので
すか？

・ 社会は暗記ものとばかり思っていたけれど、先生
の授業のおかげでそうでないと気付きました。ホッ
トシーティング楽しかったです。これからもたの
しい授業をしていってください。

・ ホットシーティングをしたり、劇をしたりする授
業は新鮮でとても楽しかったです。教えていただ
けて本当に良かったです。

・ 授業時間はそこそこ多いはずなのに、なぜか短く
感じるほど授業がたのしく感じた。これまでの授
業スタイルとは大きく異なっていて新鮮でした。
このまま世界地理とかの方もあったら良かったと
思っています。

・ 学校の先生という概念をぶちこわしているあなた
はとてもかっこよかったです。おもしろく独創的
な授業をありがとう。

・ 先生の授業はホットシーティングなど多くの工夫
があり、楽しく深く学ぶことができました。

――――――――――――――――――――――――

４．今年度の４年次（高等学校１年生相当）「公
共」の授業展開

（１）「公共」のこれまでの学びを概観する
　教科書及び学習指導要領から、以下のようなことを
中心に進めていくこととした。



－ 53－

① 「社会における人としての在り方生き方を考える方
法」を考える。

② 代表的な「哲人」の「考え方」を知り参考にして
自分の「考え方」を考える。

③ 身につけた「考え方」を適用して、以下の内容に
関して「民主主主義社会」を考える。

　　a.政治　　　b.司法　　　c.経済
　　d.職業と労働　　　e.国際社会
　特に、中学段階では詳細に学ぶ内容が少ないため生
徒にとって捉えがたく、かつ私たちの生活に深く関
わっていく「経済」「職業と労働」、さらに私たちの生
活と切っても切り離すことのできなくなった「国際社
会」の項目については、対話的にいっしょに考えてい
くことが肝要であると考えられる。従来の方法では解
決できない課題、すなわち関係当事者同士の利害が対
立している問題や地球規模の大きな問題などが山積み
となっている現代社会において、いかに解決していく
のか、解決に至らないまでも乗り越えていくのか、生
き残っていくのか、今まで知られているやり方で、自
分一人では解決できない課題について、周りの人、特
に多様性をもった人たちとさまざまな考え方を出し
合って、それぞれの課題や問題に挑戦していくことが
求められている。そこで、それに応えられる姿勢を養
うこともこの中等教育（中学生及び高校生）段階で最
も大切なことの一つであると考えられる。
　そこで、特に、この変化の激しい現代社会におい
て、一人の独立した自律した市民として生きていくた
めに重要な科目と捉え、生徒ひとり一人が大学受験主
要科目とは異なる意味でも学ぶ価値身につける価値を

感じられるような授業を創っていくことが求められて
いる。そこを強く意識して、授業を「学ぶ場」の中心
として、グループワークを中心に、生徒が主体的に進
めることのできる対話的で協働的な学びの場を創るよ
うに努めた。

（２）通常の授業実践（初期）
　進度としては、通常予定されているものと同様、一
コマの授業（原則 55分）の中で、教科書でいうとこ
ろの 1項目（または 2項目）を進めた。その進め方は
以下の通りである。

【授業の基本的な進め方】（画像 2）
① ホット・シーティング（先哲の一人になりきってや
り取りをする）
　　　　　　　　　　　↓
② きょう学ぶ「項目」について議論（原則的に４人グ
ループで）
　　　　　　　　　　　↓
③ 教科書の各小項目（３項目程度）をロイロ・ノート
にまとめる→提出
　　　　　　　　　　　↓
④ 小項目毎にグループで説明し合う。このとき、左右
の欄外の記述内容も注意する。
　　　　　　　　　　　↓
⑤ リフレクション＝自己評価及び本日の感想など（ロ
イロ・ノートに表現→提出）

【画像１】まとめ
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　夏休み明けて大きく変更したところがある。それは、
授業前半のホット・シーティングのところである。7

月までは、哲人（４月から 5月初頭にかけて先哲につ
いて「先哲選抜総選挙」実践 7を通して学んでいる）
の一人になりきって、質問を受ける形をとった。しか

し、学習項目が政治から経済と進んでくると、今現在
に社会で起こっていることに関して具体的にみんなで
考えていく方法が生徒の関心を引くことができるもの
と感じられた。

　　  　

	 【画像２】ホット・シーティング 【画像 3】KP法とグループ学習

【画像 4】「先哲選抜総選挙」

（３）通常の授業実践（中期以降）
　上記にあるような状況の中で、授業の前半時間の変
更を行った（下記【授業の進め方】参照）。授業時間が、
生徒の関心とリアルタイムな時事問題に関しての議論
ができる「活き活きとした時間」に変化した。しかし、
生徒がのめり込む魅力ある時間となったために、授業
時間の半分（20～ 25分程度）近くを占めることとった。
ここにおいて、教科書学習項目内容に関する学びにつ
いての生徒同士での学び合いは続ける必要がある。そ
こで、グループでの「問い出し」の時間は確保した上で、
教員からの教科書内容の解説時間の効率を上げ、授業
時間における教科書内容をまとめる時間は省くように
した。しかし、他のクラスと比較した試験結果（平均
得点の差異）は授業形式の変化によって特に変化する

ことはなかった。

【授業の進め方】（画像９）

① 「本日テーマ」の提案…提案者がきょう議論する一
つの社会問題を提案する。
・提案者が提案理由の説明と議論の時間設定を行う。
　　　　　　　　　　　↓
② 上のテーマについて議論（原則的に４人程度のグ
ループで）→発表

・ここも提案者がＭＣとなって進める。
　　　　　　　　　　　↓
③ きょう学ぶ項目について、教科書を読んでグループ
で「問い」をつくる。
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→ロイロ・ノートに記述、提出
　　　　　　　　　　　↓
④ 生徒から出た「問い」に対する回答を中心に、きょ
うの内容の簡単な解説を実施。

　　　　　　　　　　　↓
⑤ リフレクション＝本日の感想や意見など（ロイロ・
ノートに表現→提出）

【画像 5】進め方指示

【画像６】意見・感想①「メディア・リテラシー」

（４）哲人が「恋愛を考える」
　この授業は、生徒ひとり一人が、今年度初期（４月
～５月前半）「公共のとびら」で学んだ先哲のうちか
ら一人を選びその先哲になりって、恋愛をする、恋愛
論を語るという形の授業である。
　このテーマは、15歳 16歳という年齢の生徒たちに
は関心が高く、またこれからの人生を考えると時間を
とる価値のあるものである。そこで、ただ、自分の感

覚で意見を出し合っても自分自身の思考が深まること
も拡がることもないので、思考の先輩である過去の哲
学者（先哲）の考えをもって考えを交換及び共有する
という形をとった。このことがこれからの人生にどれ
だけ影響を与えるかは明確ではないが、生徒たちの言
葉（画像 7）から、生徒の感じ方・考え方は広がった
ものと捉えられる。
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【画像 7】意見・感想②「恋愛について考える」

（５）５人の経済思想から考える現在の『経済政策』
　教科書にゼミナール「資本主義の歴史と経済思想」
という項目があり、そこに、18世紀「資本主義の発
展」アダム・スミス、19世紀「社会主義」マルクス、
20世紀「修正資本主義」ケインズ、「新自由主義」フ
リードマンがまとめられている。ここで終わりとする

と、自由競争による優勝劣敗が正義であるかのような
印象を強くもたれる傾向がある。そこにその直前の項
目「市場経済のしくみ」の欄外で言及されている「社
会的共通資本」を提唱された宇沢弘文氏の考え方を加
えて「公共的な」考えにも思いが向かうように努めた。
　その結果を示すこの授業後の感想を以下に示す。

【画像８】意見・感想③「経済思想と経済政策について考える」
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【画像９】授業の進め方　　　　　　　 【画像 10】「経済とは」ＫＰ

（６）定期考査と評価（画像資料 11参照）
　定期試験等の問題は、全問を文で答える形式（50字、
100字、150字、200字など）とすることが通常であり、
それにルーブリックをつけることを原則としてきた。
しかし、今年度の「公共」は、各学年４クラスある内
の１クラスのみの担当（3名で担当）であり、定期試
験の問題作成は他の教員が行っていた。その中で 12

月にあった試験のみ全問題作成を行った。他のクラス
との整合性を考え、配点の半分は知識を問う短答式の
問題とし、後半部分には「知識を問うもの」「思考力

を問うもの」「学びへ向かう意欲を問うもの」の三つ
に分類出題した。もちろんそのすべてが、表現力を観
る問題となっている。その一部をここに画像として掲
載する。
　試験問題作成においては、問題自体よりもルーブ
リック作成の方に時間がかかった。それは、このルー
ブリックが試験の採点規準となるとともに、受験する
生徒の学びの方向性、すなわちここにおける学び方を
示すはたらきをするものだからである。

【画像 11】テスト例①（表紙と問題・ルーブリックの一部）
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【画像 12】テスト例②（解答用紙）

（７）�４年次生（高校１年生相当）の授業に対する感想、
意見

　生徒からの感想、意見の一部（画像）を以下に掲載

する。ただし、作成時期が年度途中のため、年度を通
しての感想意見は取れず、授業時の感想となっている
ことをご了解いただきたい。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

【画像 13】あるときの授業への感想
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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５．考察（まとめ）

　公共は、これからを生きる日本人たちにとって、非
常に大切な科目である。この重要な科目が大学受験な
ど目の前にある必要不必要に動かされることなく、一
人残らず学ぶことができるようにしていくことが肝要
である。そのために、学ぶ意義を感じるようにすると
ともに、「学ぶたのしさ」とそれぞれ個々人にあった「学
び方」「学習方略」を身につけられるような「学びの場」
を創っていくことが私たち教員に課せられていると考
えられる。
　このことは、この公共に限らず、全ての教科・科目
に言えることかもしれない。そのための学びの場とし
て、学校、特に授業時間の利用の仕方を考えかつ工夫
実践し、努めて続けていかなければないものである。

【注記】
　上記は、2023年 12月の状況（年度途中）で記述さ
れていることをご了解いただきたい。
　文中の「現勤務校」とは、関東近県にある県立の某
中等教育学校のことを指している。
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